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デロイトトーマツコンサルティング合同会社
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研究テーマ

主とするテーマは観光地経営、観光振興、
国内各地での観光まちづくりのプランナーとして活動し、
2015年よりイタリアなど欧州のルーラルツーリズムを研究
2024年より気候変動と観光の研究も開始



イタリア オーストリア フランス

写真 写真 写真

シャンブル・ドットや
ジットなど多様な形
態と成熟したルーラ
ルツールリズム市場

現在研究を進めている地域

条件不利地域が大
半、北イタリアへ大き
な影響を与えたルー
ラルツーリズムの推
進の存在

アグリツーリズモやア
ルベルゴ・ディ・フー
ゾなど多様な形態、
食の強みを活かした
ルーラルツーリズム
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イタリアの「アグリツーリズモ」 オーストリアの「農家の休日」 フランスの「シャンブル・ドット」



イタリア・南チロル県の
ルーラルツーリズム推進組織
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イタリアのルーラルツーリズムを支える仕組み

アグリツーリズモ アルベルゴ・ディフーゾ

内容
農家が経営する

宿泊等を伴う観光施設
空き家を活用した

機能分散型の宿泊施設

開始時期
（法制化）

1985年
（国のアグリツーリズモ法）

1998年
（サルデーニャ州法）

認証件数 22,661軒（2016年現在） 76軒（エリア，2022年現在）

認証機関 自治体（州・県レベル） アルベルゴ・ディフーゾ協会

経営者
農家・農業法人

（基本的に地域住民）
理念に共感する

個人・事業者（移住者も可）

立地

農山漁村 市街地・農山漁村



 イタリア北部のオーストリア
とスイス国境沿いに立地

 面積の85%が標高1,000m超
山深く森林が多い地域

 自治県でドイツ語が6割超

 主要農産物はリンゴ・ブド
ウ・牛乳（世界市場の2%）

 複数の国に統治された歴史か
ら有する高い自治意識
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イタリアで躍進する南チロル県のルーラルツーリズム

図-1 イタリア・南チロル県の位置写真-1 標高1,500m地点の夏の牧場



２．アグリツーリズモとは

7写真-2 南チロル県の観光資源（ドロミテ山塊と遊歩道）



8写真-3 南チロル県の観光資源（ボルツァーノ市街）



南チロルにおけるアグリツーリズモの要件（2008）

定義
農業における多機能性の促進および所得格差の是正のた
めの農業観光活動

農業/観光業
のバランス

 観光の労働日数が農業の労働日数を超えない範囲と

農地
 果樹園・耕地を持つ場合は0.5ha以上、牧草地・放牧地
を持つ場合は1ha以上保有（放牧地は必ず家畜を飼育）

宿泊機能  宿泊施設が必要（部屋数6室まで、ベッド10台まで）

認証  南チロル県

調理/食事
 地域農産物を使用（地域産品80%、うち自家製品30%）
 県指定の伝統的な南チロル製品を積極的に使用する

体験（推奨）
 農村らしい文化的・教育的・スポーツのアクティビティを
宿泊者に提供すること

教育  ライセンス認定後、経営関係者全てが指定講習の義務

農業を中心に設計された南チロル県のルーラルツーリズム規定



強力なルーラルツーリズム推進組織（プロモーション実施主体）
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■活動の４つの柱

①アグリツーリズモの格付け
②観光客向け農産物のPR
③農家向けセミナー
④伝統工芸品の再興とPR

＜設立当初10年の効果＞
総ベッド数 1.5倍, 来訪者数 2.8倍,
延宿泊日数 1.5倍(1999→2011年)

写真-4 アグリツーリズモのレーティング

写真-6 
観光客向け
農産物のPR

写真-5 
伝統工芸
の再興
とPR
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推進組織「ルーター・ハン（Roter Hahn）」
 1999年、南チロル農民連合参加に設立、6名の研究員で開始
 農業維持を目指したルーラルツーリズムの推進を目的とする



（１）アグリツーリズモの格付け
・アグリツーリズモを★1～★5で実施
・約100問のアンケートを実施して行う（サービス評価無）
・毎年6%のアグリツーリズモを対象に品質調査を実施

交通

農業

価格

施設 ※WIFIはほぼ有
家畜
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ルーラルツーリズム推進組織の活動：宿泊の品質の向上
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★5のアグリツーリズモ 150ユーロ／室～ ※リンゴ
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■アグリツーリズモを宣伝、
予約につなげるウェブサイト
（ルーター・ハンが運営）
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（２）個別農家の農産物加工品製造を支援
・自家産品からの農産加工品製造を推進
・アグリツーリズモ参入できない農家は土産品販売が可能になる
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ルーラルツーリズム推進組織の活動：農産物販売の拡大

■農産加工品を宣伝する
パンフレット
（ウェブサイトも有り）



推進組織「ルーター・ハン」では多数のセミナーを実施
・専門学校等と連携し基本講習(85時間）を実施（追加講習有）
・基本講習は開業後2年までに運営関係者全員の受講が義務

表-1 Haslach家政・栄養専門学校のアグリツーリズモ基本講習 出所：Haslach家政・栄養専門学校

●追加セミナーの例

・農家らしい朝食
・好印象な外観
・最適な価格とは
・ホームページの
設計・デザイン
※半日～数日で実施
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ルーラルツーリズム推進組織の活動：人材育成



ルーラルツーリズムを支える連携組織：農産物の認証制度

・2005年より開始
・認証は商工会議所類似組織（IDM）が実施
・認証された商品は専用ロゴシール付与が認められる
・商工会議所類似組織（IDM）が認証
・積極的に南チロル農民連合が紹介（紙面、CM等）
・中心地ターミナル駅近くに販売店舗、カフェも併設
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体験メニューは南チロル農村女性協会と連携
・南チロル農村女性協会と連携し体験プログラムを紹介
・イタリア最大の農村女性組織(加盟者数15,960名,2018年)
・南チロルのアグリツーリズモの実質経営者は87%が女性
・農産物加工品生産も女性が家内で行う傾向

■プログラム
・123プログラム
・84名の農家
・料理・農産物、手芸・装
飾・農場と庭園のツアー、
農場の学校の4分野のプ
ログラム
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ルーラルツーリズムを支える連携組織：女性団体による体験提供
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推進組織「ルーター・ハン」が多様な連携組織をつなげている

図-2 推進組織と連携組織



ルーター・ハンの財源（2019年）

 年間運営費： 約91.5万ユーロ（約1億1千万円）
[内訳] 会費収入76.5万ユーロ

会員1,700人より450ユーロ
自治州15万ユーロ（年間運営費の約16%）

 パンフレット： アグリツーリズモ110,000冊
レストラン100,000冊
農産物加工品120,000冊
伝統工芸品35,000冊

[会員からの掲載費収入]
• パンフ＋HP：340ユーロ×1.22(付加価値税) 1,663件
• パンフのみ：60ユーロ×1.22(付加価値税) 400件

（出所：一般社団方法人ムラタビ九州）
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【参考】ルーラルツーリズム推進組織の財源



・農家収入において「農業:観光業=7:3」が最多となっている
・観光業が5割を超える農家は37.8%となっている

3.9%

4.5%

6.6%

9.9%

12.9%

15.0%

23.1%

11.4%

8.1%

4.5%

農業10%・観光90%

農業20%・観光80%

農業30%・観光70%

農業40%・観光60%

農業50%・観光50%

農業60%・観光40%

農業70%・観光30%

農業80%・観光20%

農業90%・観光10%

未回答

図－３ 南チロル県のアグリツーリズモ経営農家の収入割合
出所：著者実施のアンケート調査（五艘が2018年に実施, n=333）
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ルーラルツーリズム経営農家の収益性
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南チロル県にみるルーラルツーリズムの強さの秘訣

1. 生業は農業、観光は補完的な位置づけ

3. 農産加工品と宿泊の両輪で農家の収益性を確保

4. 開業・経営・マーケティングなど人材育成制度

5．推進組織は宣伝・販促を担い、多様な組織と連携

6．強力な推進組織とそれを支える連携組織

2. サービスレベル（施設・食事）を高くする仕組み

地域
資源

収益性

ネット
ワーク

人材育成



欧州のエッセンスを取り入れた
日本の取り組み
－分散型宿泊施設と
農泊×農産物販売型施設



【分散型宿泊施設】

地域に散らばる空き家を活用し、建物単体ではなく地域一帯
を点在型ホテルとする取り組み。宿泊・体験・飲食・物販を集
中させ、暮らすような滞在を演出。

【各地の事例】

 兵庫県篠山市 NIPPONIA
 岡山県矢掛町 アルベルゴ・ディフーゾ・タウン
 富山県南砺市 Bed & Craft
 輪島市 里山まるごとホテル

【特徴】

民間＋行政の強力な推進組織が長期的に活動
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日本における分散型宿泊施設（まるごとホテル）の広がり



農泊×農産物販売型施設

【民宿まろうど（宮崎県高千穂町）】

 どぶろく・甘酒・ぬかを
使った菓子など販売

 南チロル県を視察し
アグリツーリズモ型
宿泊施設を経営
（キッチン付きの部屋有）

 代表の飯干氏は
九州と高千穂の其々の
推進組織の運営に貢献

【特徴】

農産物加工品販売を主軸にアグリツーリズモ型宿泊施設を経営
商品のショールームとして宿泊施設を位置づけ商品価値を高める
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（出所：民宿まろうどHP）



 内発的であること（住民主体である）

 収益性（どこで儲けるのか計画されている）

 推進組織（財源を伴い長期的に活動できる）

 ネットワーク化（推進組織が連携組織をつなぐ）

 マーケティングと多様なプロモーション手法
（ターゲティングと多様な広報手法）
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これからの地域の観光プロモーション



ご清聴ありがとうございました


